
ローカルから温かいお金の流れを創ろう！
～ローカル、若者、いのちが主役の時代へ～

（２０１９．１１．１１）

山陽新聞創刊140周年記念連続シンポジウム

ー「第3回 お金と地域の新しい関係」ー

（一社）場所文化フォーラム名誉理事

ローカルサミット事務総長

（一社）地域循環共生社会連携協会代表理事

南砺市政策参与

ぴあ（株）常務取締役

吉澤保幸



本日の講演要旨
１．地域創生のアプローチを振り返る！
ー昭和を継承した平成の地方創生の問題点

２．我々の取組みからのアプローチ
ー地方再生の４つの連立方程式！

３．新しい金融変革の潮流
ーSDGs･ESG金融とローカルファンド・インパ
クト投資

４．ローカルからの温かなお金の流れ
ー新たな100年起業の創出へ！



自己紹介
1955年新潟県上越市生れ 1978年東大法卒、その後日本銀行で20年勤務
を経て、2001年2月～ぴあ（株）役員、現在常務取締役CCO

（一社）場所文化フォーラム名誉理事 ローカルサミット事務総長 税理士

（一社）地域循環共生社会連携協会代表理事 （一社）グリーンファイナンス

推進機構監事 NPO法人ものづくり生命文明機構常任幹事 星槎大学大学
院客員教授 ＰＳＩ（株）取締役 南砺市政策参与 上野村アドバイザー

高山市経済観光アドバイザー他

（一社）場所文化フォーラム等を中心に、地域での「温かなローカルマネー

フロー」の具体化を図りつつ、2008年以降「ローカルサミット」の毎年開催を

通じ、全国の地域活性化活動の連携によるローカルからの日本再生に注力

環境省が提唱する「森里川海」プロジェクト等の推進を通じる「地域循環

共生圏」の創出とESG金融等の推進による「環境・生命文明社会」創出に向け

た活動を積極的に展開中。

著書：「グローバル化の終わり、ローカルからのはじまり」（2012、経済界）

「生命文明の時代」（安田喜憲他編、2019、オンデマンド出版）



平成時代の地方創生のアプローチを
振り返る！



平成の日本経済社会の各種指標（１）



平成の日本経済社会の各種指標（２）

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwio8Y_W0qDKAhXFq6YKHbc0DEAQjRwIBw&url=http://www.hinkonstat.net/%E7%9B%B8%E5%AF%BE%E7%9A%84%E8%B2%A7%E5%9B%B0%E7%8E%87/&psig=AFQjCNFlD-bEZDJ6A5ad1XAwuG7gjh9cvA&ust=1452563436195699




私の歴史認識と地方創生の意味
リーマンショック（2008）と東日本大震災（２０１１）

を経て、文明の転換期に直面！
＜人口減少＞↓＜自然環境制約＞

「グローバル資本主義」の行詰り、

日本の戦後70年間の「物質文明」追求の見直し
↓

「お金」を資本の論理から「いのち」を繋ぐ道具へ

「国民国家とグローバリゼーション」から

「志民・ローカル」による「新たな暮らし方」へ

「集権・依存」から「分権・自立」へ
8







昭和～平成の地方創生の問題点
●昭和；復興～高度成長～福祉国家／国富増強

⇒人口ボーナス時代からバブルへ突入

●平成；自由化・国際化・グローバリゼーションの一方

で、人口オーナス時代、低成長、地域崩壊が漸次進行

⇒少子・高齢化、格差拡大等社会問題が表出！

↓

そうした中、平成時代は、昭和の経済・社会・金融課題

（バブルの後始末も含め）に対して、グローバル化軸、

効率化軸、国・上から目線（行財政改革等）で対処して

きたことで、上記諸課題の根本解決を引き延ばし、

この間、地域・住民不在の感は否めない！



50年、100年後の地域はどこに向かうのか？

効率、規模、大量生産・消費
ものの豊かさ、成長
ＲＯＥ、利潤拡大化、稼ぎ
個人主義、自由、現在価値重視

資本の論理
冷たいお金
貨幣価値（M）

地方市・町村
過疎集落等

中心市
定住自立圏

中核市
連携中枢都市圏

政令都市
札幌・仙台・福岡他

非貨幣
（NON/M）
温かなお金
使用価値

従来の
地域活性化アプローチ

ローカリゼーション

ローカル（L）

手間、心のゆとり、スモール
信用、働き、家業、定常
自然との共生、３世代、１００年後
コミュニテイー、利他 、繋がり、祈り

グローバリ
ゼーション

大都市
東京・大阪・名古屋

グローバル（G）

12



我々の取組みからのアプローチ！



14
1414

■ 「場所文化フォーラム」の目標

■「場所文化」の戦略的意義（現代社会の変革のキーワード）

「場所文化」の創造によって、人々の新たな交流（地方と都市の新た

な関係性の確立等）を促し、場所への資金流入と域内での資金循環

の新たな仕組みを構築し、場所の自立（経済の活性化とコミットメント

人口の増加、持続可能性の確保）を目指す。

場所文化フォーラム（2003年8月）結成と実践へ

「場所文化」とは、行政区画に拘らず、自然に包摂された一定のローカ

ル空間（場所）において営まれる人間の歴史的生活とそこでの自然との

向き合いの中で紡ぎだされた言葉、景観、価値観、生活様式など（言わ

ば風土）を言う。

「場所文化」は、多様かつ自然と共生する価値観への転換を意味する。
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とかプチファンド
（運営費２，０００）

域外住民 地元住民

農家

商店

「10,000円」購入
旅行／貢献

「8,000とかプチ」

「第二住民票」
参加に対する 投
票権を持つ

《NPO》

行政

「とかプ
チ」

「コンシェルジュ
サービス」

「とかプチ」

「物品の購入」

★地元のvalueを実感できる

・畑／自然保護

・特別なツーリズム

・各種サービス・特産品開発

「補助金等＝寄付」

「投資」

「リターン」

場所文化フォーラムの問題意識ー志金の新たな流れの創出

●2002～3年当時検討した
地域通貨スキーム
＜「とかプチ」構想＞
・域外住民の参加
・投資の実施
・但し、農商工・観光との連携
エンジンの構築が必須
↓
●「とかちの･･･」モデル（後述）
に応用
ⅰ現物配当
ⅱ継続投資
ⅲ他地域連携
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１．場所文化の創造

（埋もれた地域資源の再興）

ー地域と都市の新たな関係性の構築と

「ローカルマネーフロー」創出の取り組みー

～「場所文化」の再興と、お金の質を変えた

「温かなお金」による場の形成へ～

2002年以降の地域活性化に
向けた取り組み



食文化を通じる都市と地域の対等な関係形成と
交流の場つくり（「とかちの・・・」～「にっぽんの・・・」）
場所文化の再興による人々の新たな交流と地域の資金循環モデル
を形成すべく、その具体化モデルとして、志民の志金によって、賑わい
と交流を生み、地域を元気にする 場所文化レストランを丸の内に
2007年6月に「とかちの・・・」を、その後2010年5月に「にっぽんの・・・」
を各々オープンし、2017年4月末まで運営。
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アートによる木屋旅館再生
（2012年4月リニューアルオープン）

●トランジットジェネラルオフィス
中村氏コーデイネートによる
有力クリエーター集団の組成
による木屋旅館のアート空間
創出の内装改修が実現。

●海外メデイア（MONOCLE等）
も注目！

●登録有形文化財に指定



2002年以降の地域活性化に
向けた取り組み

19

２．新たな文明を切り拓く
（ローカルサミットの開催）

志民の連帯の場をつくり、
価値観の転換を図り、

新たな暮らし方を皆で模索する

ー「人間中心の成長」から、「いのちの持続へ」の
価値観の転換と新しい暮らし方を

全国・アジアへ発信ー



第１回ローカルサミットIN帯広（2008年7月）
「人類・命・地球が直面する危機は、グローバル資本主義に
起因するところがあり、国民国家間の調整・協議のみでは解
決できない」ことを皆で確認し、これまでの延長線上ではなく、
忘れかけている地域の仕組み等に解決の糸口をみつけ、場
所文化を甦らせ、いのちの原点に立ち戻る、環境生命文明
の構築をめざし、そのために、各分野（食・農、環境、まちづ
くり、経済、金融、教育等）に関する志民の実践の指針を提
示するローカルサミット宣言を取り纏め、発表。

20



紡ぎだしてきた様々なキーワード！
●「確かな未来は懐かしい過去にある」

●「お金で全てを計る物差しに変え、もう一つの『いのちの物

差し』を持とう」

●「人と人、人と自然、生者と死者等との確かな関係を取り戻

す『いのちの紡ぎ直し』を行う」

●「ローカルを磨き上げることで、魅力ある多様なローカルを
創り、新しい繋がりにより、真のグローバリズムが生まれる」

●「森里川海の連環を取戻す国民的運動の展開へ」

●「一流の地域とは、『市民力』＋『文化力』を基盤とする、持

続可能で、グローバルにも繋がっていく地域！」 21

「ローカルサミット」の開催（２００８～）
ー志民の連帯と新たな価値観の形成へー

～十勝、愛媛、小田原、南砺、阿久根、上州、高野山、庄内、倉敷、東近江～



2222

ローカルからの社会構造転換の具体化

＜社会構造の変革イメージ＞
●地域活性化は、川下から川上へのヒト･モノ・カネへのシフトと新たな関係性構築が鍵
●同時にそれを支えるローカルマネーフロー創出が不可欠⇒この結果、財政の規模も縮減

関係性希薄

川上
地域

川下
都市

価値創造
プロセス

＜消費者＞＜生産者＞

地域金融
機関

財政
補助金

投資等貯蓄等

［現代社会の構図］ ［我々の目指す社会構造］

川上
地域

川下
都市

＜生活者＞＜生産者＞

地域ファンド

財政
補助金

投資等

目に見える関係性構築
と交流

価値創造
プロセス

CB
／
SB

投資等

投資等

投資等

温たかなローカルファイナンス
モデル

地域金融
機関

＜都市中心の巨大システム
・安全神話の下での原発依存＞

＜地域の自立、小さな循環と連携
・覚悟を持って脱原発依存へ＞

＜エコビレッジ＞

22



エコビレッジ構想の実現へ
（第4回ローカルサミットIN南砺、２０１１，０９）

＜いのちの４分野連携/新たな金融の仕組み/他地域間連携＞

「にっぽんの･･･」など

＜地域の小さな循環＞
農林漁業
ものづくり

健康医療
介護福祉

環境保全・
再生可能
エネルギー

教育
次世代育成

エコビレッジ
（地域の誇り構築）

地元
志民

地域
金融機関

域外
志民

＜東京や他地域、そしてアジア＞

志民ファンド
志民通貨

公的
志金
公的
志金

地域
企業



降雨
降雪

浸透

浸透

地下水

蒸発

湖沼・泉

湧水

蒸散

蒸発

プランクトン

栄養塩

土砂

季節風・海風

CO2

O2O2

CO2

O2

「つなげよう、支えよう森里川海」
プロジェクトスタート！（’14/12～） 24

森・里・川・海の水・物質循環が生み出す恵み

安全・安心・清く豊かな水
清浄な空気・土壌の保全
安全で美味しい食糧
バイオマス
地域特産品
地域の自然に根ざした文化
災害防止
レクリエーション

森・里・川・海の水・物質循環
が生み出す生態系サービス

CO2

都市の人々は、農山漁村が生み出す
これらの恵みを受けてくらしている。



地方創生の鍵は、ストック（場所文化）の再生！
－人と人、人と自然、過去～未来への繋がり－

25



第9回ローカルサミットIN倉敷・おかやま
「一流の地域とは、『市民力』＋『文化力』を基盤とする、持続可能で、
グローバルにも繋がっていく地域！」

「多種多様な地域を愛する人たちが、深く連携し、様々な共同作業を
通じて、次世代の若者達にこれまでの過ちを正し、真の地域の宝物を
受け継いでいくこと」

「豊かな水が多様ないのちを育み、上流と下流が相互に補完してきた
『流域』をベースに新たな社会をデザインしていく」

「未来に生きる将来世代の意見に真摯に耳を傾け、彼らが描く未来へ

一歩でも近づけるよう、大人達が今を変える勇気を持って行動する。」



新たな繋がりの形成～流域の思想～





地域経済循環図（2013）からみた東近江市の課題





東近江三方よし基金

【農を商う仕組み】
地域商社設立

地場産商品の開発
農福連携
就農支援

【ものづくりとあきない】

作り手どうしをつなぎ合わ
せる仕組みづくり

作り手の想いや考えを使い
手に届ける仕組みづくり

【つながり支え合う地域づくり】
地域の人を支え合える仕組みづくり

まざる場づくり
地域の生業で課題解決

働くことの意味を学ぶ場づくり

【鈴鹿の森おこし】
100年後の森づくりの実践
多様な主体の連携

蓄積された森林資源の活用

【地域経営・近江商人】
コミュニティビジネスを起こす
関係を継続してつなぐ仕組み
新しい形の小規模事業者の創出

【地域ブランディング】
東近江に暮らす人たちの生き方
地域のものを選ぶ消費行動

地域の人が地域を観光する行動

【エネルギーの自立】
地域でエネルギーを生産
地域エネルギー会社設立

【自然資本の保全】
愛知川の再生

～地域の主役は次世代～
第10回ローカルサミットin東近江を通じ、地域の歴史・文化、人と自然が調和し

て暮らしていた伝統的な普遍的価値観の重要性に気づいた私たちは、それを
新たな形で実現しうる次世代に確実に伝えなければならない。

地域をめぐる地域通貨：信用はシビックプライド！
第10回ローカルサミットIN東近江宣言



地域の「確かな未来」創生への
４つの連立方程式

地域資源の再創造＝「森里川海プロジェクト」
＋

地域内資源の循環＝「エコビレッジ構想」
＋

地域人財の育成とシビックプライドの醸成＝
「子ども達、若者が主役」

＋
新たな公共と温かいお金＝

「住民主体による新たなまつりごと」 32



新たなまつりごとの形成
～「地域内資金循環」の促進と
志民が協働で創り、活用する

「ローカルファイナンス」の意義～



新たなまつりごとの形成へ
＜経済と金融をどうとらえるか？＞

これまでは：経済とは国富を拡大させること！

⇒マクロ乗数効果の世界：国民の消費・投資増は国
富を増大させ、そのパイを国民に分配していく！

～Y（GDP）＝１／貯蓄性向×（C＋I＋G）

↓

これからは：経済とは「世を経（おさ）め、民を済（すく）
う」こと！地域の中で、「暮らし」を営々と紡ぐこと。

⇒地域内乗数効果の世界：地域での循環が高いほ
ど、地域の需要が増え、「温かなお金」が巡っていく！

～地域内循環アップへ（出来るだけ広く、廻す！）

⇒都会とは違う「小さな雇用」の創出が鍵！ 34



地域内乗数効果とは？（域内循環率との関係）

「田園回帰1％戦略」（藤山浩、農文協）35



ＰＳＩ

志民、
志企業等

行政

地域
金融機関

まちづくり
円卓会議

地方ファンド

森里川海の生態系サービスの
再生・保全・つながり再生事業

コモンズ創生事業や包括医
療・ケアサービス事業等

ふるさと納税等

助成・
投融資

志民地域債やクラウ
ドファンデイング等

助成・
投融資

地域ファンド設立による地域課題の解決

志金

多様な仕事創出支援や地域
通貨（ポイント）導入促進事業等

助成・投融資

36

休眠預金

寄付
・遺贈

＋

自治体財政改革支援

ＳＩＢ



「東近江三方よし基金設立（2017.3）」



「南砺幸せ未来基金設立（2019.3）」



【西条市まちづくり円卓会議(仮称）】
まちづくり市民会議の方々を中心に、市民・事業者・行
政・専門家・学生等が幅広く参加し、西条市の2030年ビ

ジョン等の将来像を描き出す作業を行い、その実現に
向けた課題抽出や政策提言を積極的に行う。

【一般財団法人 西条うちぬき未来基金（仮称）】
地域金融機関、志民、行政、PSIや諸団体等が連携し、
西条市の将来ビジョン実現に向けた活動に必要な多様
な資金調達と仕組み作りを構築し、支援を実施していく。

ローカルファンド研究会 IN西条
（2018／5～継続的に開催中）

ローカルファンド研究会IN西条の目指すもの
～新たな西条のまつりごとの形～



新たな金融変革の潮流
～グローバル・ローカル双方からのうねり～



新しい金融変革の潮流
～「お金の流れ」を変えて未来を創る！～

世界大での環境制約
（地球温暖化問題）

金融変革の実現

地域創生自立・循環
（森里川海ＰＪ）

サステナブル・ファイナンス
ＳＤＧＳ金融
ＥＳＧ投資

ローカルファイナンス
地域ファンド

ソーシャルインパクト



「激変する世界ビジネス“脱炭素革命”の衝撃」
（NHKスペシャル、２０１７．１２．１７）



経営資源はもはや化石燃料ではない！
（座礁資産になる！）







ローカルからの温かなお金の流れ
～地域循環共生圏の具現化、ESG金融
・金融監督の新たなフレームワーク～





「地域循環共生圏」は、環境と経済・社会の統合的向上、地
域資源を活用したビジネスの創出や生活の質を高める「新
しい成長」を実現するための概念。農山漁村も都市も活かす、
地域の活力を最大限発揮する考え方。そしてポイントは、
ボトムアップ・地域からのアプローチ！(＝ローカルSDGＳ）





行政、住民、企業、大学、ＮPＯに
加え、研究者、技術者、投資家など
様々な分野の人たちのオープンイノ
ベーションがその実現を支える

地球規模で考え地域レベルで行動する
（Think globally Act locally）

グローバルリスクとなった今日の環境問題への対
処

地域循環共生圏はその舞台

地球規模で考え、地域レベルで行動する

2 一流の田舎と地域循環共生圏の意義

「地域循環共生圏」の具現化



今後の地域金融のあり方



金融監督のフレームワーク転換

顧客（地域）との共通価値の創造による好循環



ローカルイノベーションを支える
温かなお金の流れの創出に向けて！

～お金の意味再考、地域課題＝SDGｓ課題、
地域金融機関との協働、
農林漁業･ものづくり、

森里川海ＰＪ，地域を守る、
ソーシャルインパクトバリューの連鎖、

新結合(イノベーション）による100年起業創出～
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（持続可能なローカルマネーフローの創出のための金融機能の再考）

●利子を見直した（利子無し、あるいは減価）時の金融の3つの形
↓
お金を上手く使うことを考える＝お金をいのちの道具として使う（贈与・互酬的に使う）
①お金を「貯留する」：いのちを次世代に伝えるため、いのちの危機に備える
②お金を「扶助する」：いのちを繋ぐため
③お金を「廻す」：いのちを紡ぎ、繋ぐため
↓
①時間軸が換わり（長期の実物へのお金の貯留）、
②お金ではない形での報酬を頂き（農作物等の自然の恵みの交付）、
③相互扶助の役割を果たし、
④これまでお金に換算されなかった価値を表出させることが、可能になる。
↓
お金は、お金を産むこと自体を目的とせず、CBの創出と事業継続、CBを起点とした
新たな商流拡大によって、いのちのつながりといのちへの感謝・感動を産むことになる。
↓
●こうしたローカルマネー創出を自ら見える形で廻すお金の作り方を構想、具体化する

（地域金融機関との役割期待と連携の具体化）
①CBの事業規模の拡大や事業連携を進めていく上では、地域金融機関の持つ本来的な情報収
集能力や目利き・経営支援力は必須⇒地域金融機関が、「地域活性化PJのハブ」になる

②ファンドや地域通貨運営上、他地域間連携も含め、地域金融機関が持つ金融ノウハウやシス
テム力、更には信用力は極めて重要⇒地域金融機関が、「志民のパートナー」になる

③地域金融機関は、かつての講や無尽等相互扶助の金融の仕組みからそもそも派生してきており
、そこに今後の生き残り戦略を見出すべきではないか⇒地域金融機関が、本来の「地域社会へ
の貢献」を実践できる

金融の本来的役割の再考ー地域金融機関との連携



地域課題は地球課題（SDGｓの意味）
○ＳＤＧｓは，2015年9月の国連サミットで採択され、「誰一人
取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現
のため，２０３０年までを期限とする １７の国際目標。

ーそもそも、環境と貧困問題を解決して、地球に人間社会を
永続させるには？という問いかけであり、「経済の持続成長」
という含意はそもそも無い！

○地球規模の問題を解決するには、我々の暮らしの現場＝
実感の世界から共感を生んでいく必要があり、その意味で、
地域課題と地球課題をつなぐ共通言語！

○例えば、「子ども食堂」への対応を考えると、貧困と飢餓、

教育の問題に及び、それを解決するには、食品ロスの活用や

社会的寄付･応援等のパートナーシップが必須となる。



地域資源の活用･雇用・金融



湯野浜温泉PJでのSDGｓ金融の事例

全体のファイナンスストラクチャー（新たな協働スキームであり、

地域でのSDGｓ金融の先進事例の形！）

全体規模 〇億円

源泉有限会社

環境省

補助金〇万

源泉設備保有
株式会社

きらやか銀行

山形県鶴岡市 補助金〇万

補助金〇万

現物出資０万
湯野浜支店
無償譲渡

貸付金〇万

出資金〇万

出資金〇万



環境再生・農業高付加価値化・観光･芸術との連携
～豊岡（コウノトリの放鳥まで４０年、環境＜ストック＞再生
⇒地域経済＜フロー＞へ、更に演劇による世界都市へ）～



森林価値全体の最大化へのアプローチ
ー森をつくり～FSC認証～高付加価値化～環境教育ー



南砺幸せ未来基金の活用による
防災と住民を守るスマート地域交通

･災害時でも安心感のあるエネルギーシステム･ライフライン

～「森里川海」PJによる自然の防災力の相乗効果の発揮

・安心と利便性で高齢者・子育て世代に優しい交通の導入



ソーシャル・インパクトバリューの連鎖へ



経営業績
経済的な価値
Economic Value

ＣＳＲ
社会的な価値

Social Value

地域課題解決

自然資本

新たな100年起業を支える温かなお金

社会間係
資本

人的資本 文化資本

技術 資本人財

温かなローカルのお金の流れ
（地域金融機関＋地域ファンド等）

ＣＳＶ（Creating Shared 
Value）の創出！

地場中小企業等こそ
チェンジメーカー！



企業を取り巻く社会環境変化
～「株主第一主義」見直し、イノベーション再考、全員経営～

＜クラレ＞--- 企業ステートメント ----

私たちの使命（Our Mission）

私たちは、独創性の高い技術で産業の新領域を開拓し、
自然環境と生活環境の向上に寄与します。
―世のため人のため、他人のやれないことをやる― 

私たちの信条（Our Values）

【理念】
・個人の尊重
・同心協力
・価値の創造
【行動原則】
・安全はすべての礎
・顧客のニーズが基本
・現場での発想が基本

私たちの誓約（Our Commitment）

私たちは、
・安全に配慮した高品質の商品・サービスを開発、提供します。
・社会との対話を図り、健全な関係を保ちます。
・地球環境の保全と改善、安全と健康の確保に努めます。
・働く仲間を敬い、その権利を尊重します。
・自由、公正、透明な取引を実践します。

・知的財産を尊重し、情報を適切に管理します。



おわりに

令和時代の地方創生のアプローチ



経済を「自然」と「暮らし」の中に埋め戻すこと！
～令和は「自然、暮らし、いのちが主役へ！」～

＜過去＞ ＜現在＞

暮らし

自然

経済

里・場所文化

暮らし

自然

国富・国家

＜令和で「確かな未来」へ＞
埋め戻し

経済

稼ぎ

開発自給

結・入会
コモンズ



効率、規模、大量生産・消費
もの、成長、利潤拡大、
稼ぎ、個人主義、自由、均一
労働生産性、進化、

資本の論理
冷たいお金
フロー経済

中核市
連携中枢都市圏

非貨幣・いのち
温かなお金
ストック重視

令和時代の地域活性化
（ローカルSDGSの実現
＜エコビレッジ構想、
地域循環共生圏等＞）

昭和～平成時代の
地域活性化アプローチ
（まち・ひと・しごと）

ローカル（L）

手間、心の豊かさ、家業、
自然との共生、１００年後、循環、

コミュニテイー、利他 、繋がり、
労働集約性（資源効率性）、多様

アベノミッ
クス！

大都市
東京・大阪・名古屋

グローバル（G）

政令市
札幌・仙台・福岡

他

ローカル軸を起点にグローバルへ
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「グローバル化による強い経済」

を叫ぶのではなく、「健やかで美し
い暮らし」を自立的・内発的に創り、

世界に誇るいのち輝くローカル社
会と人と自然との豊かな共生の新
たな形を蘇らせる！

中心市
定住自立圏

地方市・町村
過疎集落等





１０００年後に残る人工物は､
１０００年前からあったもの。
先祖と土から授かったもの。
土徳が育んでくれたものです。

それは田畑､寺社､水路！
合掌造りに散居村も残るのでは。

でも都会は残りません｡



二流･三流の田舎の共通点

× 田園に住みながら､ビルを欲しがる

× 親が子供に｢この町はダメだ｣と言う
× 年寄りが「今だけ･金だけ･自分だけ」

× 地元民が､地酒や地野菜を買わない

× “東京の教育は素晴らしい”と信じる
× いくら頼まれても空き家を貸さない

× 自分の子供は都会に出しておきながら､都会
から移住してきた若者の悪口を言う

× ｢何もない｣と｢当たり前｣が口癖

｢うちには何もない｣
｢そんなのここでは当たり前｣
は､謙遜どころか罰当たり。

｢何かある｣｢当たり前ではない｣から
こそ､先祖がここを選んだのに…

｢当たり前｣ではなく｢有難い｣
が口癖の地域だけが残る。
何が有難いのか､傲慢を捨て､

よそ者の目で学べ！

一流の田舎は
｢住む理由｣を感じられる田舎！

人口が年々減少していく時代､
人がなんとなく住む田舎の未来は暗い｡

→住む人が堂々と｢住む理由｣
を説明できる田舎が一流の田舎

なぜここを選び、暮らすのか
住んでいる人の｢住む理由｣を
良いものにして行こう！



健やかで美しい暮らしをどう次世代に繋ぐか？
～「美の法門」が意味するところ！～



100年後（3世代後）の未来に向けて

現在から未来へいのちを営々とつなぐ

歴史認識と責任を持たなくてはならない！

真の未来志向とは、

人間中心主義からの脱却であり、

100年後に何を残すかを考えること！

人類が生き残るには、

地球、そして他のいのちとの共棲の世界へ

我々は、これらを今一度ローカルから紡ぎ直す！
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